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都市の一般住民におけるたばこ煙暴露状況

喫煙の生化学的指標を用いた分析

寺尾 敦史 小西 正光

馬場 俊六 万波 俊文

目的　喫煙状況（受動喫煙を含む）についてのアンケート調査結果と，呼気中一酸化炭素（Expired Air

CO，EACO）濃度および尿中コチニン（Urinary，Cotinine，UCOT）濃度の測定結果をもとに，都市の

一般住民におけるたばこ煙への暴露状況を明らかにする。

　また，喫煙の生化学的指標を用いることの有用性と限界について考察する。

対象と方法　大阪府S市住民を対象とした循環器検診を平成5年度または6年度に受診し，かつ喫煙状況

が把握できた30歳以上の男2,194人，女2,440人，総数4,634人を本研究の対象者とした。

　EACO濃度は小型携帯型の一酸化炭素モニターを用いて4,619人について測定した。また，UCOT濃

度は対象者の中で平成6年9月から11月に受診した非喫煙者480人について，ガスクロマトグラフ窒素

リン検出法を用いて随時尿にて測定した。

成績　(1)　喫煙率は男45％，女11％であった。非喫煙者の中で受動喫煙の機会を有する者の割合は男55％，

女46％であった。

　(2)　男女とも喫煙本数が多いほど，肺までたばこ煙を吸い込む頻度が高いほど，最後にたばこを吸っ

てからの時間が短いほどEACO濃度の平均値は高かった。

　(3)　喫煙者と非喫煙者を判別するもっとも有効なEACO濃度のカットオフ値は，男では6 ppmと7

ppmの間，女では5 ppmと6 ppmの間であり，その時のEACO検査の敏感度は男91％，女85％，特異

度は男93％，女90％であった。

　(4)　受動喫煙の状況については，男女とも家庭での煙接触時間が長いほど，喫煙する配偶者を有する

者では有しない者より，また最後に他人の煙を吸ってからの時間が短いほど，EACO濃度の平均値は

高かった。UCOT濃度との関運では，娯楽飲食施設などへでかける頻度が高いほど，また職場でのた

ばこ煙との接触時間が長いほどUCOTを検出した者の割合は高かった。

結論　たばこ煙暴露の生化学的指標を用いた検討により，都市住民における喫煙の方法とたばこ煙暴露量と

の関係，および受動喫煙に暴露される可能性の高い状況を明らかにした。
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